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1建実試 験 地 受 験 番 号 氏 名
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受験地変更者は上欄のほか，本日の受験地と仮受験番号を記入してください。

本日の受験地 仮受験番号 仮―

⎫
｜
｜
｜
⎭

平成16年度

１級建築施工管理技術検定試験
実地試験問題

次の注意事項をよく読んでから始めてください。

〔注 意 事 項〕

１．ページ数は表紙を入れて8ページです。

２．試験時間は，13時から16時です。

３．試験問題は，6問題です。

４．解答は，別の解答用紙の定められた範囲内に，黒鉛筆か黒シャープペンシルで記入してください。

５．この試験問題用紙は，試験終了時刻まで在席した方のうち，希望者は持ち帰ることができます。

途中退席者や希望しない方の試験問題用紙は，回収します。



問題１ あなたが経験した建築工事のうち，品質管理にたずさわった工事を１つ選び，下記の工事

概要を記入した上で，次の問いに答えなさい。

〔工事概要〕

イ．工 事 名

ロ．工 事 場 所

ハ．工事の内容 新築等の場合：建物用途,構造,階数,延べ面積又は施工数量

( )改修等の場合：建物用途,主な改修内容,施工数量又は建物規模

ニ．工 期（年号又は西暦で年月まで記入）

ホ．あなたの立場

ヘ．あなたの具体的な業務内容

1． 上記の工事概要であげた工事において，次の①～③に関し，あなたが実際に関与したことを 2

つ記述しなさい。

① 上記の建物の品質について，ホ．で記述したあなたの立場に求められた管理項目をあげな

さい。

ただし，コストに関する記述は除くものとする。

② ①の管理項目を満足させるために，あなたが実際に実施したことを，具体的に記述しな

さい。

③ ②の実際に実施したことの確認や記録をどのような方法で行ったか，具体的に記述しな

さい。

2． 上記の工事にかかわらず，あなたの経験に照らして，品質に関する顧客の満足を向上させるた

め，建築工事における組織の活動はどうあるべきか，あなたの考えを記述しなさい。
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問題２ 市街地に新築する建築物の工程計画に関し，次の問いに答えなさい。

ただし，建築物の工事の内容は，下記のとおりとする。

鉄骨造 地下１階 地上８階（地下階のみ鉄筋コンクリート造）

建築面積800m 敷地面積1,000m べた基礎（杭なし）

1． 図は，上記建築物の地下工事（仕上げ工事を除く）の工程を定めるために，地下工事の内容を

大，中，小の項目ごとに主たる３つの構成要素に分解し，小項目まで細分化したものを示したも

のである。図中のイ～ニに当てはまる語句を記述しなさい。

ただし，小項目は最小の作業単位とみなす。

2． 上記 1．の大項目中の山留・構台工事について，工程計画を作成する上での留意事項を記述し

なさい。

(小項目)(中項目)(大項目)

ニ

構台架け

ハ

ロ

山留め壁

構台

イ

山留・構台工事

土工事

地下工事

Ｐ―3



問題３ 次の１～８の記述において，各記述ごとに下線部のうち最も不適当な箇所番号を１つあげ，

適当な語句を解答欄に記入しなさい。

1． 脚立足場において，足場板の長さが3.6m以上の板を床材として用い，３以上の脚立にかけ渡

す場合，足場板の設置高さは２

①
m以下，足場板の支点からの突出部の長さは，10

②
cm以上かつ20

cm以下とし，足場板を長手方向に重ねるときは，支点の上で重ね，その重ねた部分の長さは，

15

③
cm以上としなければならない。

2． 山留工事において，軟弱な粘性土地盤における下部地盤の回り込みといわれるもので，根切り

底面に周囲の地盤が回りこんで盛り上がってくる状態をパイピング

①

という。砂質土のように透水

性の大きい地盤で，遮水性の山留め壁を用いて根切りする場合，根切りの進行に伴って生じる水

位差によって，根切り底面付近の砂質土地盤に上向きの浸透流が生じ，この浸透水の上向きの浸

透力が砂の水中での有効重量より大きくなると，上向きの水流によって砂粒子が水中で浮遊する

クイックサンド

②

と呼ばれる状態となる。クイックサンド

②

が発生すると砂質土地盤は支持力を失い，

沸騰したような状態でその付近の地盤が破壊する。この現象をボイリング

③

という。

3． アースドリル工法における安定液は，ベントナイト，ＣＭＣ，分散剤などからなり，分散剤

①

は，

液の劣化を防ぎ，繰返し使用を可能にするものである。安定液の配合は，必要な造壁性・比重の

もので，短時間に砂分を沈降させるため，できるだけ高粘性

②

のものとするのがよく，粘性はファ

ンネル粘性で表されるがその数字が大きいほど粘性は高く

③

なる。

4． 鉄筋のガス圧接の技量資格種別において，手動ガス圧接については１種から４種

①

があり，２種，

３種となるに従って，圧接作業可能な鉄筋径の範囲が大きく

②

なる。技量資格種別が１種の圧接作

業可能範囲は，異形鉄筋の場合は呼び名Ｄ32

③

以下である。
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5． 型枠工事において，一般的な合板型枠の他，地中梁にはラス型枠，ブロック型枠，金属製型枠

などもあるが，ラス型枠，ブロック型枠は捨型枠

①

として用いる。

壁型枠には大型型枠，プレキャストコンクリート系合成壁型枠，柱型枠には円筒型柱型枠など

があるが，円筒型柱型枠には，紙製

②

のものがある。

床型枠には，デッキプレート，フラットデッキ，薄肉プレキャストコンクリート板などがある

が，フラットデッキは，型枠材として転用して用いることができる

③

。

6． コンクリート工事において，コンクリート１m中の塩化物量は塩化物イオン

①

換算で0.30

kg/m以下としなければならないが，そのうち粗骨材

②

については，その塩化物量の許容限度は

NaCl換算で原則として0.04％以下と規定されている。やむを得ず塩化物量が0.30kg/mを超え

0.60kg/m以下のコンクリートを使用する場合は，適切な防せい剤

③

を使用するなどの処置をとる。

7． フレッシュコンクリートのスランプ試験は，高さ300

①
mmの金属製のスランプコーンを用いて

行い，試料をほぼ等しい量の２層

②

に分けて詰め，各層ごとに，突き棒でならした後，25回一様に

突く。この割合で突いて材料の分離を生じるおそれのあるときは，分離を生じない程度に突き数

を減らす

③

。

8． 鉄骨工事において，アンカーボルトを構造耐力を負担するアンカーボルトと構造耐力を負担し

ない建方用のアンカーボルトに分けた場合，構造耐力を負担するアンカーボルトは，アングルや

チャンネルなどで鋼製のベースプレート

①

を設けて，これに柱心をけがき，テンプレート

②

などを用

いてアンカーボルトを正確に据え付ける工法がある。また，構造耐力を負担しない建方用のアン

カーボルトの据付け方法には，アンカープレート

③

の裏面にアンカーボルトを工場溶接したものを

基礎コンクリート打設上端レベルに据え付けてコンクリートを打設し，その後地墨を出し，締付

け用のボルトを鋼板上の正確な位置に溶接で固定する工法がある。

Ｐ―5



問題４ 次の問いに答えなさい。

1． 鉄筋コンクリート造集合住宅の各戸のバルコニーに，ウレタンゴム系塗膜防水を施工する場合

に，コンクリート下地面の留意事項を２つ具体的に記述しなさい。

ただし，下地面の清掃及び安全に関する記述は除くものとする。

2． 鉄筋コンクリート造建物のアルミサッシの回りに，２成分形ポリサルファイド系シーリング材

を施工する場合の留意事項を２つ具体的に記述しなさい。

ただし，下地及び安全に関する記述は除くものとする。

3． 大きい板ガラスを用いたガラス工事で，ガラス取付け後の留意事項を２つ具体的に記述しな

さい。

4． 集合住宅の間仕切り壁を，軽量鉄骨下地の両面にせっこうボードを２重張りした場合，その

間仕切り壁の遮音性能を確保するための施工上の留意事項を２つ具体的に記述しなさい。
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問題５ 市街地での，鉄筋コンクリート造地上５階建事務所ビルの建設工事における下記の工程表

に関し，次の問いに答えなさい。

ただし，地下階はなく，基礎部分に免震層を設けている。また，外壁仕上げは，正面はガラス

カーテンウォールで，他の３面は現場打ちコンクリート下地２丁掛けタイル張りとする。

1． 表中のＡ及びＢに該当する作業名をあげなさい。

2． 作業の開始日が工程上，最も不適当な作業名を表の中より選び，適当な工程となるようにその

開始日を旬日で定めなさい。

ただし，その作業の期間は正しいものとする。

3． 建物外壁仕上げのタイル張り作業の工程は未記入となっている。タイル張り作業の開始日及び

終了日の期日を旬日で定めなさい。

左官工事

金属製建具工事

防水工事

土工事

仮設工事

杭工事

鉄筋・型枠・
コンクリート工事

免震工事

カーテンウォール工事

タイル工事

金属工事

内装工事

塗装工事

外構工事

設備工事

月
工 種

121110987654321
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PH

5F立上り

4F

3F

2F

1F立上り

A

山留め設置

準備

山留め撤去 片付け・清掃

外部足場(1F～5F)

アースドリル杭

杭頭処理

B

基礎耐圧盤 免震層立上り

外壁タイル下地モルタル塗り

天井ボード張り

内部建具取付け

外部建具・ガラス取付け

免震層防水

根切・床付け

釜場設置・運転・撤去

免震部材(アイソレータ，ダンパー)設置

着工 竣工

ガラスカーテンウォール取付け

天井・壁軽量鉄骨下地組

壁ボード張り

床ビニルタイル張り

内部塗装仕上げ

舗装・植栽

電気・給排水衛生・空調・他



問題６ 次の問いに答えなさい。

1．「建設業法」上，下請負人に対する元請負人の義務を2 つあげなさい。

2．「建設業法」において，下請負人に対する元請負人の義務が課されていることの理由を，簡潔

に記述しなさい。
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